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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月22日(2012.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体内で生検装置を位置決めする統合誘導に対するシステムにおいて、前記システムが
、
　身体構造の画像を提供する、粗誘導に対する撮像装置と、
　光学素子を有し、前記身体の組織を区別する情報を提供する、微細誘導に対する分析装
置と、
　先端部分を持つ細長い素子である生検装置と、
を有し、
　前記生検装置が、前記撮像装置により視覚化され、
　前記光学素子が、前記生検装置の先端部分にある、
システム。
【請求項２】
　前記分析装置により提供される情報が、前記撮像装置により提供される画像において位
置合わせされる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記生検装置が、組織サンプルを取る針を受ける中空シャフト又は生検針の一方を有す
る、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記分析装置の前記光学素子が、光ファイバを有する、請求項１ないし３のいずれか一
項に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記分析装置が、分光法に対するコンソールを更に有し、前記コンソール及び前記ファ
イバが、互いに接続される、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記分光法に対するコンソールが、反射分光法、蛍光分光法、自己蛍光分光法、経路長
差分光法、ラマン分光法、光コヒーレンストモグラフィ、光散乱分光法、及び多光子蛍光
分光法からなるグループの１つからの情報を提供する、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記撮像装置が、Ｘ線装置、コンピュータ断層撮影装置、磁気共鳴断層撮影装置及び超
音波装置からなるグループの１つである非侵襲性撮像モダリティである、請求項１に記載
のシステム。
【請求項８】
　生検装置において、
　撮像装置により視覚化されることができる材料及び構造と、
　前記生検装置内に統合され、光を放出し、受け取ることができる光ファイバであって、
前記光ファイバの端部が前記生検装置の先端部分に配置される、前記光ファイバと、
の少なくとも一方を有する生検装置。
【請求項９】
　前記生検装置が生検針である、請求項８に記載の生検装置。
【請求項１０】
　前記生検装置が、組織サンプルを取る針を受けるように構成された中空シャフトを有す
る、請求項８に記載の生検装置。
【請求項１１】
　組織を持つ身体内で、請求項８ないし１０のいずれか一項に記載の生検装置を位置決め
する方法において、
　身体内で前記生検装置を操作するステップであって、前記生検装置が光ファイバを有す
る、前記操作するステップと、
　非侵襲性撮像システムを用いて、前記生検装置及び前記身体の構造を視覚化するステッ
プと、
　前記視覚化に基づいて前記生検装置を粗誘導するステップと、
　分光コンソールを持つ分析装置を用いて、前記試験装置の先端部分に隣接した組織を分
析するステップと、
　前記解析に基づいて光学的情報を提供するステップと、
　前記分析装置からの前記情報に基づいて前記生検装置を微細位置決めするステップと、
を有する方法。
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